&84

FAIINITA-IADME EICHEIFTEENZISO:
¥EE) - AR—YDHEED Tz DHFHIRRIC DN T


プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
〇前回までの部会でもご報告させていただきました、ライフパフォーマンスの向上に向けた目的を持った運動・スポーツの推進について、その後の取組状況を資料３を用いて、御説明いたします。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
〇まずは、ライフパフォーマンスの向上に向けた目的を持った運動・スポーツの推進に係る調査研究等の事業の進捗状況について報告いたします。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
〇ここでは、ライフパフォーマンスの向上に向けた目的を持った運動・スポーツの実践に関する実態・ニーズ調査検討委員会でのライフパフォーマンスについての検討・整理についての進捗を主にご説明いたします。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
〇目的を持った運動・スポーツの推進に係る調査研究事業については、令和5年から2か年の実施期間で進め、現在進行形で推進している事業です。
〇この事業の中で、赤線で囲っている部分が「目的を持った運動・スポーツの実践に関する実態・ニーズ調査」の概要を示しており、簡単に説明させていただきます。
〇この事業の概要は、目的を持った運動・スポーツの実践に関する実態及びニーズを調査すること、ハイパフォーマンススポーツのサポ－トで得られたスポーツ医科学の知見や事例等を集約することなどを行う予定です。最終的にはライフパフォーマンスの向上に向けた目的を持った運動・スポーツの実践プログラムを提案することを考えております。
〇これらの調査研究を推進するため、また一般の人にも具体的に示してわかりやすく情報発信していくため、本検討委員会において、様々な分野からみた捉え方や関連する観点と要素を踏まえ、ライフパフォーマンスを検討、整理し、検討委員会での議論を中間取りまとめとして公表いたしました。




54T)TA—IVAILDNT 7

~S4ITTA-IYADE LICAF B RNZFOIHER - AR—YDRIRICEAYFRE - ——HERFESR PRERDFLDH~ (HE)

URSAINITA—IZADE L (ENENDFAIRAT—IICHEVWTRSDEENDDFIETESIRE.) 2BIELTVS,.
® SAINTA-IVAIDNTEFNICTRLTOMDIPICIBIEFL TVKEYD. KRFAZERICHEVT, RIABDBHISHIRA

‘ ] o AR—YFFTI&. BRNZRFOIESR - AR—YEHEEL, TR, Fif, EEOBE|EICHIDST SRR 4 DEE) - AR—Y%iE
FVORETBREBERERER ., F1INTA - A%IRET, BEUE.

[ J=TLEERVS USRS (ot its - B LA S BRI AR T, - AR~ YOREICEEL, TUCELESEPENEEDLED - AR~y

SAINTA-RVAICBEY FEZRDO—DELTEERNERHEEN ]

f \ - -~ -~
Perception wELIEHZK UMD EEN
AR—YoffifE Well-being 7R
\_ Y,
> J Information 183 (I)
B =103 FALIART—S BiE
\_ y,
Bl e
B asEs R X )
. M. HKEFICLBK HERE SUIREBECLDE
EOBRIEOTT (D FEBHE) EREOZ(E A=f (I
E @ J
S
ERCD I UI5E3H I FRFEH &S
\ ) = P Al
Z N Action 1TEh (A)
BEn - BN (FTRE. BE. SR, - .
#E@\ D§UI>X%) ;E iijm ’ iﬂ% ) ]E’;E\ﬁgjj . Rob Gray. Learning to Optimize Movement:
\ ) 73»& Action %i@ &*u %\ EEJ % %1??- 6 ﬁgj] ::f:.?:::ﬁm;;:;;&fge Athlete-Environment

HHEl) 28 2 [154 7/\0A—Y 2 ADM (A B H R IHEE) - AR Y ORI
;iﬁﬁ B3R ——TABERHNEER
(B 643 A22H) & 1 Lotkiy- —EMEIE

o HEERIRICHEOELLTEENERDMZ 5D TH0. ENENDSTAIRT—I(cHVNT, RIFZF(EOMEREC, LI EEE
ZBEIHEBRNS. B4 OREAFRY BiRiEMKICR THRIETE5HE
o S17)TA-X>A0M _LZEIET L. DEORROEFHEHER DL, QOLERDHBILRE, Well-beingDEXIEICE TS, 5



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
こちらが公表した中間取りまとめの概要（詳細版）になります。
検討委員会では、ライフパフォーマンスの整理、調査の内容や方法等の検討を行うため、スポーツ科学、医学、健康科学、リハビリテーション学、心理学、薬理学、経済学、地球惑星科学等の分野の学識経験者・専門家から構成される検討委員会を設置。
ここでは、ライフパフォーマンスに関連する観点と要素を様々な分野から見たライフパフォーマンスとして列挙し、観点・要素の中の共通項からライフパフォーマンスの整理を行いました。
共通する観点・要素の中には適応能力があり、適応能力を示す長官が作成した図も徳出しして記載させていただきております。
以上のように様々な観点で検討した結果、ライフパフォーマンスとは困難な状況に陥ったとしてもそれを乗り越える力であり、それぞれのライフステージにおいて、環境変化や加齢等に心身機能を適応させながら、個々の課題解決や目標達成に向けて発揮できる能力と整理しました。
また、ライフパフォーマンスの向上を目指すことは、心身の健康の保持増進はもとより、QOLを高めることなど、Well-beingの最大化に資するということを明記しています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ライフパフォーマンスを更に詳細に示したものがスライド６になります。
黒ポツ部分になりますが、
・　ライフパフォーマンスは、人生100年時代の生活を支える基盤となり、この能力を開拓することにより、心身の健康の保持増進はもとより、Well-beingの維持・向上に寄与。
・　ライフパフォーマンスには、①自然・社会の環境変化や加齢等に伴う心身の変化（以下「環境変化等」という。）を知覚する能力、②知覚によって得られた情報に応じた、環境変化等への心身の対応・調整・適応能力（感染症等の疾病に対する耐性を含む。）やレジリエンス、予見行動力が含まれる。
・　ライフパフォーマンスの向上には、運動・スポーツの欲求を高めるとともに、目的を持った運動・スポーツの実施によって個々の能力をより高めていくことが重要。なお、個々のライフパフォーマンスの向上によって、それぞれが相互に影響し合い、新たに活力を生み出し、集団ひいては社会の形成、発展等にも寄与。
・　ライフパフォーマンスは、行動範囲、活動の量・質、運動器(※)の機能、自己効力感、幸福感、満足度、運動・スポーツ等を実施するための自分に合った時間の使い方を含めた複数の指標により、自覚や観察ができる。
と整理しています。

参考資料に本文と概要（詳細版）添付させていただきました。
スライド６の概要（簡易版）も含めて、中間取りまとめについてはスポーツ庁のホームページにも掲載しております。
ご確認いただき、ライフパフォーマンスの周知の際にはご活用いただけますと幸いです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
〇検討委員会での「ライフパフォーマンスについて」の整理に基づき、本事業では、大規模アンケートの調査研究を実施しています。
〇現在は結果を分析している段階で、結果が明らかになり次第、健康スポーツ部会でも共有させていただきます。
〇本アンケ―トでは、18～89歳の男女20000人を対象にインターネットを使ったアンケート調査を行っております。
〇この中では、アンケート回答者の年齢、性別などの属性や、主観的な健康状態、生きがい、幸福感、健診の受診状況、運動器の機能のチェックする方法を受けた経験の有無、それらと健康との関連の強さ、ライフパフォーマンスを高めることと運動・スポーツの関係、目的を持った運動スポーツに関する知識、目的を持った運動・スポーツの実施状況、運動・スポーツを通じて得たい効果等についての質問を聴取いたしました。
〇こちらの結果については、検討委員会で議論しているところです。
〇検討委員会でのご意見に基づき、今後分析する予定であり、分析結果が得られましたら追って、健康スポーツ部会でも報告いたします。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に、周知啓発の関係について報告いたします。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
前回の第28回健康スポーツ部会以降に室伏長官、当課スタッフが主として行った周知啓発の主な取組を一覧として挙げさせていただいております。
周知啓発では、関係団体・機関、関係省庁と連携した周知啓発とメディア・ホームページ等を活用した周知啓発に分けて報告いたします。
大きく分けて、関係団体・機関、関係省庁と連携した周知、メディア・ホームページ等を活用した周知がございます。
そのなかでも、ここでは、主には室伏長官が実施した周知啓発について写真等を特出ししながら説明いたします。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まず、関係団体・機関、関係省庁との連携した周知啓発についてです。
6月29日に開催された第67回日本腎臓学会学術総会で、室伏長官が、特別講演で、「スポーツを通じたライフパフォーマンスの向上のための取組」というテーマで講演されました。
講演の中では、ライフパフォーマンスの向上に向けた目的を持った運動・スポーツの重要性に加え、「コンディショニンに関する研究」で実施した「身体挙動による胸腹部内臓器の挙動と健康状態との関連」の成果を説明いたしました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
こちらは、安全衛生の広場という中央労働災害防止協会が発行している専門誌です。
この専門誌において、昨年度当課が実施した事業「職場におけるライフパフォーマンスの向上を目指す目的を持った運動・スポーツに関する指導のすすめ」の一部を４ページに渡って紹介してもらいました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
〇先週、東京ビックサイトで行われたSPORTEC2024において、室伏長官が2つの講演に登壇しました。講演の中では、ライフパフォーマンスの向上に向けて、目的を持った運動・スポーツを実施することの重要性を説明しました。
〇もう一つの講演では、セルフチェックの概要を説明した上で、身体機能の低下を改善するためのコレクティブエクササイズの一部を実演・指導しました。
〇SPORTEC2024が開催された3日間において、会場内にスポーツ庁のブースが出展されました。ブース内では、セルフチェック動画を放映し、スポーツ庁職員等がセルフチェックの方法をレクチャーしました。
〇また、ブース内にはコンディショニングに関する研究の成果に係るポスターを掲示し、成果の周知を図りました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
〇メディア・ホームページ等を活用した周知啓発について説明いたします。
〇「ライフパフォーマンスの中間取りまとめの公表」や、そのことを室伏長官の記者との懇談の冒頭で触れていただきました。
〇中間取りまとめが掲載されたスポーツ庁のホームページについては、QRコードを添付しておりますので、こちらよりアクセスいただけますと幸いです。
〇ページの中ほどに中間取りまとめの本文と概要を公開しております。
〇是非ともダウンロードしていただき、委員の先生方におかれましても、周知の際にご活用いただけますと幸いです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
〇7月13日には、室伏長官が「初耳学　未来を創るには君でしょ！」という初耳学のイベントの中で開催された熱血授業に登壇され、その中で、一般の人550人に対して紙新聞エクササイズやセルフチェックと改善エクササイズなどを紹介しました。
〇このイベントは7月13,14日の2日間にわたって行われ、開催期間中はスポーツ庁のブースを設置し、来場者に対してセルフチェックの動画や紙風船エクササイズをスポーツ庁職員がレクチャーしました。

〇以上のように、スポーツ庁では、室伏長官が筆頭となり、スポーツ庁職員も含めて、様々な場所で、様々な人に対して周知をさせていただいております。
〇委員の先生方におかれましても、ライフパフォーマンスに係る内容や資料について、先生方のSNSや、大学での授業等の資料などにご活用いただくなど、周知に御尽力賜れますと幸いです。
〇説明は以上でございます。
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